
一般質問９人町
長
の
姿
勢

まちづくり人づくり

答弁：環境整備が特に重要

地
域
福
祉

キャラバンメイト養成を

答弁：社協と連携協力で

丸
山
　
真
智
子��

議
員

丸
山　

人
を
育
て
る
こ
と
、

人
々
が
結
び
合
う
た
め
に
具

体
的
に
何
を
す
る
の
か
。

町
長　

職
員
の
人
事
評
価

制
度
の
定
着
、
住
民
参
画

条
例
の
本
年
度
制
定
に
取

り
組
む
。

堤
　
久
美
子��

議
員

堤　

認
知
症
対
象
者
は
何

人
か
。

福
祉
課
長　

介
護
保
険
利
用

者
で
軽
度
の
方
を
除
い
て
、

約
６
７
０
人
。

堤　

地
域
で
支
え
合
う
取
り

組
み
と
し
て
、
キ
ャ
ラ
バ
ン

丸
山　

住
民
が
集
い
や
す

い
拠
点
整
備
は
ど
う
す
る

の
か
。

地
域
交
流
課
長　

各
課
と
協

議
を
行
っ
て
い
る
。

丸
山　

可
燃
物
処
理
の
委
託

契
約
の
次
の
方
向
性
を
任
期

中
に
決
め
な
い
と
い
け
な
い
。

町
長　

乗
り
遅
れ
な
い
よ
う

に
自
分
の
任
期
に
決
め
る
。

大
震
災
後
の
防
災
力
向
上

答
弁
：
防
災
計
画
を
見
直
す

丸
山　

津
波
等
、
想
定
外
が

メ
イ
ト
登
録
者
は
。

福
祉
課
長　

病
院
勤
務
で
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
１
人
。

堤　

県
で
年
２
回
養
成
講
座

が
あ
る
。
広
報
等
で
お
知
ら

せ
し
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長　

や
っ
て
い
な

い
。広
報
で
周
知
を
し
た
い
。

堤　

社
会
福
祉
協
議
会
と
の

連
携
で
取
り
組
み
を
。

福
祉
課
長　

社
協
と
連
携
し

各
町
内
会
の
要
請
に
対
応
。

堤　

子
ど
も
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
、
商
店
等
町
ぐ

る
み
で
対
応
し
て
い
け
ば
、

起
こ
り
え
る
。
防
災
計
画
は

見
直
す
の
か
。

総
務
課
長　

県
の
方
か
ら
内

容
の
提
示
後
、見
直
し
す
る
。

丸
山　

災
害
時
の
要
援
護
者

支
援
体
制
を
早
く
同
意
式
で

構
築
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

自
主
防
災
組
織
の
結
成
も

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

23
年
度
は
手
上

げ
方
式
、
24
年
度
に
同
意
式

で
取
り
組
む
。

　

防
災
組
織
も
県
の
モ
デ
ル

町
と
し
て
指
定
を
受
け
た
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
。

９
月
１
日
の
訓
練
は
満
足
か

答
弁
：
で
き
る
範
囲
内
訓
練

堤　

防
災
の
日
の
訓
練
は
職

員
対
象
の
訓
練
。
満
足
か
。

町
長　

震
災
を
想
定
し
、
で

き
る
範
囲
内
の
訓
練
。

堤　

住
民
が
避
難
行
動
を
ど

う
と
れ
ば
い
い
の
か
、
総
合

訓
練
が
必
要
で
あ
る
。

▲防災訓練（女性議員）▲認知症サポーター（オレンジリストバンド）

ズ
バ
リ
町
政
を
問
う

●�

一
般
質
問
と
は
議
員
が
町
政
全
般（
一
般
事
務
・
事
務
の
執
行
状
況
・
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
）に

つ
い
て
、
町
長
な
ど
執
行
機
関
の
考
え
を
議
員
個
人
と
し
て
問
い
た
だ
す
こ
と
で
す
。

●�

一
般
質
問
は
会
議
録
に
も
と
づ
き
議
員
個
々
の
自
由
編
集
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録

（
Ｈ
Ｐ
・
図
書
館
・
各
公
民
館
に
置
く
）を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
質
問
順
と
し
て
い
ま
す
。

�

※
役
場
内
は
ク
ー
ル
ビ
ズ
で
す
。

空家問題
危
険
廃
屋
対
策
を
急
げ

答
弁
：
整
備
を
進
め
る

大
西
　
勇��

議
員

大
西　

町
内
に
約
90
軒
の
空

き
家
が
あ
る
。
特
に
東
公
園

台
、
別
府
地
区
に
多
い
が

全
町
的
問
題
だ
。
国
の
補
助

で「
危
険
廃
屋
解
体
支
援
事

業
」、
空
き
家
の「
適
正
管
理

条
例
」を
創
設
し
早
急
な
対

策
を
。

町
長　

予
算
を
含
め
調
査
し

て
い
る
。

大
西　

長
崎
市
で
は
譲
り
受

け
た
空
家
を
公
費
で
解
体

し
、
ミ
ニ
公
園
や
防
災
用
具

置
場
を
作
る
条
例
も
あ
る
。

町
長　

解
体
し
て
地
域
に
還

元
す
る
事
も
進
め
た
い
。

バ
ス
通
学
の
負
担
軽
減
策
を

答
弁
：
検
討
を
続
け
る

大
西　

中
学
校
の
校
納
金
は

年
間
８
万
６
５
０
円
。
そ
の

内
給
食
費
５
万
５
千
円
。
別

に
修
学
旅
行
費
旅
費
積
立

４
万
５
千
円
、
さ
ら
に
バ
ス

通
学
生
徒
は
４
万
円
。
子
ど

も
２
人
を
持
つ
家
庭
で
は

８
万
円
と
な
る
。

　

交
通
費
が
こ
ん
な
に
か
か

る
と
は
？
と
悔
や
ん
で
い
る

方
も
多
い
と
聞
く
。
遠
距
離

通
学
助
成
金
を
出
し
て
い
る

町
も
あ
る
。

　

町
独
自
の
負
担
軽
減
策
は

で
き
な
い
か
。

町
長　

将
来
的
な
課
題
と
し

て
今
後
も
検
討
を
続
け
る
。

▲10年以上放置されている空屋と軽トラック
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